
　元自衛隊員・予備自衛官等の皆様へ 

　予備役ブルーリボンの会では下記の趣旨に賛同いただける方からの署名を集めておりま
す。本署名は元自衛隊員（自衛官及び防衛事務官）・予備自衛官等（予備自衛官・即応予
備自衛官・予備自衛官補）のみを対象とするものです。当会の会員に限らず、ぜひ多数の
皆様のご理解、ご賛同を賜りますようお願い申し上げます。お名前は様々な場所で公開し、
アピールに使わせていただきます（住所・電話番号・メールアドレスは公開しません）。 

　　　　　平成30年2月　　　　　 
予備役ブルーリボンの会代表　荒木和博 

（予備陸曹長・朝鮮語技能公募） 

拉致被害者救出への自衛隊の活用を求める元自衛隊員・予備自衛官等の署名 

政府及び国会議員等関係者各位 

　自衛隊の任務は、「我が国の平和と独立を守り、国の安全を保つため、我が国を防衛す
ることを主たる任務とし、必要に応じ、公共の秩序の維持に当たるものとする。」とあり
ます。これを狭義に捉えると「領土保全」ということになりますが、防衛の対象となる国
は主権、領土、国民から構成されることは申すまでもありません。また、憲法には「主権
が国民に存す」ことを明記しており、国民に対する北朝鮮政府の侵害行為は、主権と国民
に対する直接的実力行使に当たり、かつ、我が国領土内での実力行使すなわち侵略に該当
するものと考えます。 
　このような事実が国際的にも確認されているのにも拘らず、自衛隊はこれまで拉致被害
者の救出に使われたことがありません。情報収集から邦人保護・輸送までできることは様々
あり、拉致問題が国政の最重要課題であるならば自衛隊の活用は当然であると考えます。
私たちは政府の決断と関連諸法制の早急な整備を求めます。 

氏名　　　　　　　　　（元）階級・元職名等　　　　　　　　　　 

住所（〒　　　　　）  

電話番号     メールアドレス 

送付先：FAX　03-5684-5059 
郵送：〒112-0004　東京都文京区後楽2-3-8-301　荒木事務所気付　予備役ブルーリボンの会 


